
 

【資料 40】熊本大学教授会規則 

○熊本大学教授会規則 

 

(趣旨) 

第 1 条 この規則は、国立大学法人熊本大学法人基本規則(平成 16 年 4 月 1 日制定。以

下「規則」という。)第 50 条第 4 項の規定に基づき、教授会に関し必要な事項を定め

る。 

(教授会) 

第 2 条 各学部、大学院教育学研究科、大学院各研究部、大学院各教育部及び病院(以下

「学部等」という。)に、教授会を置く。 

2 教授会は、学長が次に掲げる事項(大学院各研究部及び病院の教授会にあっては第3号

に限る。)について決定を行うに当たり意見を述べるものとする。 

(1) 学生の入学、卒業及び課程の修了 

(2) 学位の授与 

(3) 前 2 号に掲げるもののほか、教育研究に関する重要な事項で、教授会の意見を聴

くことが必要なものとして学長が定めるもの 

3 教授会は、前項に規定するもののほか、学部等の長がつかさどる教育研究に関する事

項について審議し、並びに学長及び学部等の長の求めに応じ、意見を述べることができ

る。 

第 3 条 各研究所、熊本創生推進機構、熊本大学学則(平成 16 年 4月 1 日制定)第 9条第

1 項に規定する学内共同教育研究施設で次に掲げるもの及びヒトレトロウイルス学共

同研究センターに、教授会として運営委員会(ヒトレトロウイルス学共同研究センター

にあっては、運営会議。以下同じ。)を置く。 

総合情報統括センター 

くまもと水循環・減災研究教育センター 

先進マグネシウム国際研究センター 

生命資源研究・支援センター 

2 前項の運営委員会は、教育又は研究に関する重要な事項で、当該運営委員会の意見を

聴くことが必要なものとして学長が定めるものについて決定を行うに当たり意見を述

べるものとする。 

第 4 条 大学院先導機構、大学教育統括管理運営機構、学内共同教育研究施設で前条第 1

項に掲げる組織以外の組織及び保健センターにあっては、熊本大学に、教授会として学

内共同教育研究施設等の人事等に関する委員会を置く。 

2 前項の委員会は、同項に規定する組織の教育又は研究に関する重要な事項で、当該委

員会の意見を聴くことが必要なものとして学長が定めるものについて決定を行うに当

たり意見を述べるものとする。 

第 5 条 前条第 1 項の組織の専任の教授は、学部等のいずれかの教授会に所属するもの
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とする。 

第 6 条 教授会(第 3 条第 1 項の運営委員会及び第 4 条第 1 項の委員会を含む。以下同

じ。)を置く組織の長(学内共同教育研究施設等の人事等に関する委員会にあっては、学

長。以下同じ。)は、教員の採用及び昇任のための選考について教授会が審議する場合

において、本学の教員人事の方針を踏まえ、その選考に関し、意見を述べることができ

る。 

第 7 条 教授会に、議長を置き、当該教授会を置く組織の長をもって充てる。 

2 議長は、教授会を主宰する。 

第 8 条 教授会は、その定めるところにより、教授会に属する職員のうちの一部の者を

もって構成される代議員会、専門委員会等(以下「代議員会等」という。)を置くことが

できる。 

2 教授会は、その定めるところにより、代議員会等の議決をもって、教授会の議決とす

ることができる。 

第 9 条 教授会は、構成員の 3 分の 2 以上が出席しなければ議事を開き、議決すること

ができない。 

2 教授会の議事は、出席した構成員の半数以上であって、教授会が別に定める割合以上

の多数をもって決する。 

(雑則) 

第 10 条 この規則に定めるもののほか、教授会及び代議員会等の組織運営等に関し必要

な事項は、当該組織の長が別に定める。 

附 則 

この規則は、平成 16 年 4月 1 日から施行する。 

附 則(平成 20 年 3月 27 日規則第 87 号) 

1 この規則は、平成 20年 4月 1 日から施行する。 

2 大学院文学研究科及び大学院法学研究科の研究科委員会については、改正後の第10条

の規定にかかわらず、平成 20 年 3 月 31 日に当該研究科に在学する者が当該研究科に

在学しなくなる日までの間、存続するものとする。 

附 則(平成 21 年 3月 26 日規則第 59 号) 

この規則は、平成 21 年 4月 1 日から施行する。 

附 則(平成 21 年 12 月 24 日規則第 246 号) 

この規則は、平成 22 年 1月 1 日から施行する。 

附 則(平成 23 年 11 月 24 日規則第 157 号) 

この規則は、平成 23 年 12 月 1日から施行する。 

附 則(平成 25 年 3月 29 日規則第 108 号) 

この規則は、平成 25 年 4月 1 日から施行する。 

附 則(平成 26 年 4月 30 日規則第 52 号) 

この規則は、平成 26 年 5月 1 日から施行する。 
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附 則(平成 27 年 1月 22 日規則第 3号) 

この規則は、平成 27 年 4月 1 日から施行する。 

附 則(平成 28 年 3月 31 日規則第 234 号) 

この規則は、平成 28 年 4月 1 日から施行する。 

附 則(平成 28 年 5月 31 日規則第 380 号) 

この規則は、平成 28 年 6月 1 日から施行する。 

附 則(平成 29 年 3月 31 日規則第 170 号) 

この規則は、平成 29 年 4月 1 日から施行する。 

附 則(平成 30 年 3月 22 日規則第 69 号) 

1 この規則は、平成 30年 4月 1 日から施行する。 

2 大学院自然科学研究科の教授会については、第 2 条第 1 項の規定にかかわらず、平成

30 年 3 月 31 日に当該研究科に在学する者が当該研究科に在学しなくなる日までの間、

存続するものとする。 

附 則(平成 31 年 3月 28 日規則第 46 号) 

この規則は、平成 31 年 4月 1 日から施行する。 

附 則(令和 3年 2月 24 日規則第 13 号) 

この規則は、令和 3年 4月 1 日から施行する。 
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【資料 41】熊本大学教育学部教授会規則 

○熊本大学教育学部教授会規則 

 

(趣旨) 

第 1 条 この規則は、熊本大学教授会規則(平成 16 年 4 月 1 日制定)第 10 条の規定に基

づき、熊本大学教育学部教授会(以下「教授会」という。)に関し必要な事項を定める。 

(組織) 

第 2 条 教授会は、次に掲げる者であって、教育学部、特別支援教育特別専攻科及び養護

教諭特別別科の教育課程の運営に携わるもの(兼担を除く。)をもって組織する。 

(1) 大学院教育学研究科の専任の教授、准教授及び講師 

(2) 大学院人文社会科学研究部の専任の教授、准教授及び講師 

(3) 大学院先端科学研究部の専任の教授、准教授及び講師 

(4) 大学院生命科学研究部の専任の教授、准教授及び講師 

(5) 大学教育統括管理運営機構の専任の教授、准教授及び講師 

(審議事項) 

第 3 条 教授会は、学長が熊本大学教授会規則第 2 条第 2 項に定める事項について決定

を行うに当たり意見を述べるものとする。 

2 教授会は、前項に規定するもののほか、学部長がつかさどる教育研究に関する次の事

項について審議し、並びに学長及び学部長の求めに応じ、意見を述べることができる。 

(1) 学生の除籍及び懲戒に関する事項 

(2) その他学部の教育研究に関する重要事項 

(会議) 

第 4 条 教授会は、定例教授会又は臨時教授会とする。 

2 教授会に、議長を置き、学部長をもって充てる。 

3 学部長が職務を遂行できないときは、あらかじめ学部長が指名する者がその職務を代

行する。 

(定足数) 

第 5 条 教授会は、構成員の 3 分の 2 以上が出席しなければ議事を開き、議決すること

ができない。 

2 職務による海外渡航中の者は、構成員の数に算入しないものとする。 

(議事) 

第 6 条 教授会の議事は、出席した構成員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議

長の決するところによる。ただし、学部長候補者の選考に関する事項は、出席した構成

員の 3分の 2 以上をもって決する。 

(構成員以外の出席) 

第 6 条の 2 学部長は、教授会の構成員以外の者について、必要と認める場合は、教授会

への出席を認めることができる。 
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(運営会議等) 

第 7 条 教授会に、運営会議その他必要な委員会(以下「運営会議等」という。)を置く。 

2 前項の運営会議等に関し必要な事項は、学部長が別に定める。 

(事務) 

第 8 条 教授会の事務は、教育研究支援部人社・教育系事務課において処理する。 

(雑則) 

第 9 条 この規則に定めるもののほか、教授会の運営に関し必要な事項は、学部長が別

に定める。 

附 則 

この規則は、平成 16 年 4月 1 日から施行する。 

附 則(平成 22 年 1月 13 日規則第 2号) 

この規則は、平成 22 年 1月 13 日から施行する。 

附 則(平成 22 年 9月 8日規則第 276 号) 

この規則は、平成 22 年 10 月 1日から施行する。 

附 則(平成 23 年 1月 12 日規則第 69 号) 

この規則は、平成 23 年 4月 1 日から施行する。 

附 則(平成 27 年 3月 19 日規則第 143 号) 

この規則は、平成 27 年 4月 1 日から施行する。 

附 則(平成 29 年 2月 22 日規則第 41 号) 

この規則は、平成 29 年 4月 1 日から施行する。 

附 則(平成 30 年 2月 14 日規則第 21 号) 

この規則は、平成 30 年 4月 1 日から施行する。 

附 則(令和 2年 3月 11 日規則第 98 号) 

この規則は、令和 2年 4月 1 日から施行する。 

 

【資料 42】教育学部教授会の下に設置する各種委員会 

種別 委員会等 ＊は教育学研究科と共通 

管理運営に関する委員会 
教育学部・教育学研究科運営会議＊ 
予算・施設委員会＊ 
教員人事委員会＊ 

教育・研究に関する委員会 

教務委員会 
教育実習委員会 
厚生・就職委員会 
入試・広報委員会 
教育・研究活動推進委員会＊ 

その他の委員会 

人権教育委員会＊ 
国際交流委員会＊ 
紀要編集委員会＊ 
情報処理委員会＊ 
教員免許状更新講習実施委員会＊ 
特別支援教育特別専攻科運営委員会 
養護教諭特別別科運営委員会 
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附属教育実践総合センター運営委員会 

 

【資料 43】国立大学法人熊本大学自己点検・評価に関する規則 

○国立大学法人熊本大学自己点検・評価に関する規則 

 

(趣旨) 

第 1 条 この規則は、国立大学法人熊本大学法人基本規則(平成 16 年 4月 1 日制定)第 1

0 条第 4 項の規定に基づき、国立大学法人熊本大学(以下「本学」という。)が教育研

究水準の向上を図り、本学の目的及び社会的使命を達成するため、本学における教育

及び研究並びに組織及び運営の状況について自ら行う点検及び評価(以下「自己点

検・評価」という。)に関し必要な事項を定める。 

(自己点検・評価の領域) 

第 2 条 自己点検・評価の対象とする領域(以下「自己点検・評価領域」という。)は、

別表の左欄に掲げるとおりとする。 

(統括責任者) 

第 3 条 本学に、自己点検・評価統括責任者(以下「統括責任者」という。)を置き、学

長をもって充てる。 

2 統括責任者は、自己点検・評価に係る業務を統括する。 

(推進責任者) 

第 4 条 本学に、自己点検・評価推進責任者(以下「推進責任者」という。)を置き、別

表の左欄に掲げる自己点検・評価領域に応じ、別表の中欄に掲げる者をもって充て

る。 

2 推進責任者は、自己点検・評価に関する業務を掌理する。 

(推進責任者による自己点検・評価等) 

第 5 条 推進責任者は、別表の右欄に掲げる会議又は委員会(以下「所掌会議等」とい

う。)の議を経て、評価項目を定めるものとする。 

2 推進責任者は、事業年度ごとに、前項の評価項目について、自己点検・評価を実施

する。 

3 推進責任者は、前項の自己点検・評価を実施するに当たって、必要に応じて、学

生、卒業生若しくは修了生又は卒業生若しくは修了生の主な雇用者その他の関係者か

ら意見を聴取するものとする。 

4 推進責任者は、第 2項の自己点検・評価の結果を国立大学法人熊本大学大学評価会

議(以下「大学評価会議」という。)に報告するものとする。 

5 推進責任者は、前項の自己点検・評価の結果に改善が必要な事項があると認めたと

きは、所掌会議等の議を経て、改善計画を定め、大学評価会議に報告するとともに、

改善を実施するものとする。 

設置の趣旨（資料）-115



 

6 推進責任者は、前項の改善の実施状況を、事業年度ごとに、大学評価会議に報告す

るものとする。 

(大学評価会議による自己点検・評価等) 

第 6 条 大学評価会議は、前条第 4項の自己点検・評価の結果、同条第 5項の改善計画

及び同条第 6 項の改善の実施状況(以下「推進責任者による自己点検・評価の結果

等」という。)に基づき、原則として 6 事業年度ごとに、前条第 1項の評価項目につ

いて、自己点検・評価を実施する。 

2 大学評価会議は、前項の自己点検・評価の結果を統括責任者に報告するものとす

る。 

(統括責任者による改善指示) 

第 7 条 統括責任者は、前条第 2 項の自己点検・評価の結果に改善が必要な事項がある

と認めたときは、推進責任者に改善計画の策定を指示するものとする。 

2 推進責任者は、前項の指示を受けた場合は、所掌会議等の議を経て、改善計画を定

め、統括責任者に報告するものとする。 

3 統括責任者は、前項の改善計画に基づき、推進責任者に改善を指示するものとす

る。 

4 推進責任者は、前項の指示に基づき、改善を実施するものとする。 

(外部評価の実施) 

第 8 条 統括責任者は、自己点検・評価の結果について、必要に応じて、本学の職員以

外の者による評価を受けるものとする。 

(公表) 

第 9 条 大学評価会議は、自己点検・評価の結果を、本学のホームページ等で公表する

ものとする。 

(事務) 

第 10 条 自己点検・評価に関する事務は、経営企画本部において処理する。 

(雑則) 

第 11 条 この規則に定めるもののほか、自己点検・評価に関し必要な事項は、別に定

める。 

附 則 

この規則は、令和 3年 4月 1 日から施行する。 

別表(第 2条、第 4条、第 5 条関係) 

評価領域 推進責任者 所掌会議等 

教育 
教育・学生支援担

当の理事 

国立大学法人熊本大学教育会議カリキュ

ラム評価委員会 

施設管理 財務・施設担当の 国立大学法人熊本大学施設・環境委員会 
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理事 

設備(ICT) 
情報ガバナンスを

所掌する理事 
国立大学法人熊本大学 ICT 戦略会議 

設備(図書) 附属図書館長 熊本大学附属図書館運営委員会 

学生支援 
教育・学生支援担

当の理事 
熊本大学学生委員会 

入学者受入 
入試・高大連携担

当の副学長 
熊本大学入学試験委員会 
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【資料 44】キャリア科目（令和２(2020)年度） 

キーワード 授業科目名 
単

位 
授業テーマ オーガナイザー 

学期・ターム 

曜日時限 

自分らしく 

生きる 

キャリア科目 63 1 キャリア入門 菅澤・川越 
2Ｔ 水 3 

3Ｔ 水 3 

キャリア科目５ 2  将来なにをしよう、どんな仕事に就こう 水元 豊文 後 月 5 

社会の中で 

生きる 

キャリア科目３ 2  女性のライフコースとキャリア 八幡 彩子 後 木 4 

キャリア科目 10 2  地方創生プロジェクト演習 内山 忠 集中※ 

キャリア科目 17 2 学校を見つめる ～学校と関わる社会の構成員としての視点から～ 松瀬 憲司 後 水 3 

キャリア科目 51 1  インターンシップ 村里 泰昭 集中※ 

キャリア科目 52 1  ボランティア論 安部 美和 1Ｔ 水 3 

キャリア科目 53 1  ボランティア実践 安部 美和 集中※ 

キャリア科目 54 1  地方創生実践論１ 内山 忠 2Ｔ 金 3 

キャリア科目 55 1  地方創生実践論２ 内山 忠 3Ｔ 金 3 

キャリア科目 56 1  地方創生企業戦略論 1 高口 義幸 2Ｔ 火 3 

キャリア科目 57 1  地方創生企業戦略論 2 高口 義幸 3Ｔ 火 3 

キャリア科目 62 1 主権者になる。主権者として生きる。 藤瀬 泰司 3Ｔ 水 3 
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【資料 45】熊本市教育委員会との連携事業の実施状況（令和２（2020）年度） 
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【資料 46】「ものづくりフェア」の例 
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【資料 47】教育学部ましきプロジェクト（『熊大通信』） 
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【資料 48】熊本県南部豪雨による被災地域における学習支援プロジェクト（『熊大通信』） 
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【資料 49】教員採用試験対策講座等 
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【資料 50】学生支援相談室（ポスター） 
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【資料 51】就職サポートガイド（就職支援課作成、抜粋） 
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